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本講演は、日比孝之・木村杏子・Augustine O’Keefeとの共同研究に基づくものである。

Gを頂点集合 V (G) = [n] := {1, . . . , n}上の有限単純グラフとする。E(G)でGの辺集合
を表す。S = K[x1, . . . , xn]を体K上の n変数多項式環とする。グラフGのエッジイデアル
I(G)は

I(G) = ( xixj : {i, j} ∈ E(G) ) ⊂ S

で定義される Sの単項式イデアルである。

グラフにおいて、次数１の頂点を丁度１個持つ辺を leaf edgeと呼ぶ。また、次数２の頂
点を丁度２個持つ triangleを pendant triangleと呼ぶ。[n] t [m]上の連結二部グラフの [n]
の各頂点に１つ以上の leaf edgeを付け、[m]の各頂点にいくつかの pendant trianglesを許
した有限連結単純グラフをCameron–Walkerグラフと呼ぶことにする。例えば、図 1の
ような２つのグラフは Cameron–Walkerグラフである。
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図 1: Cameron–Walkerグラフ

本講演では、Cameron–Walkerグラフに付随するエッジイデアルの環論的性質について考
える。特に、Cohen–Macaulay性、sequentially Cohen–Macaulay性、Gorenstein性などに
ついて議論する。
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